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高機能プラスチックスカンパニーの概況

２０１６年１月１４日

及びライフサイエンス分野の位置付け

0

積水化学工業株式会社
高機能プラスチックスカンパニー
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戦略４分野

BU ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 車輌・輸送 住ｲﾝﾌﾗ材 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

ﾌｧｲﾝｹﾐｶﾙ ◎ ○ - -

工業ﾃｰﾌﾟ ◎ ○ - ○

中間膜 - ◎ ○ -

ﾌｫｰﾑ ○ ◎ ○ -

機能樹脂 ○ ○ ◎ -

耐火材料 - - ◎ -

包装ﾃ ﾌﾟ ○

医療用テープ

包装ﾃｰﾌ - - ○ -

新事業 ◎ - - -

積水ﾒﾃﾞｨｶﾙ - - - ◎

積水ﾃｸﾉ成型 - ◎ ○ -

積水ﾌｰﾗｰ - - ○ ○

積水ﾌｨﾙﾑ - - - -

売上推移

ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ

検査薬・検査機器・採血管・原薬・薬物動態

衛材用

（億円）ｶﾝﾊﾟﾆｰ内売上比
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ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ

車輌・輸送

住インフラ材

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

１１年度 １２年度 １３年度 １４年度 １５年度計画

分野

中核
包装、
ｺﾝﾃﾅ、
農業他

戦略４分野
産業

ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 車輌・輸送 住ｲﾝﾌﾗ材 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

ﾒﾃﾞｨｶﾙ材料

住ｲﾝﾌﾗ

材料

FPD

材料
車輌

材料
衛生材料

成長領域

成長

育成

創造

ﾓﾊﾞｲﾙ
材料

省ｴﾈ

半導体・実装

創・省ｴﾈﾙｷﾞｰ
ﾍﾙｽｹｱ

検査薬

ｼｽﾃﾑ

機能

ｲﾝﾌﾗ材料

環境

快適材料

モバイル材料

（億円）

1 134
1,281

1,437
26% 29%

32% 34% 37%ｶﾝﾊﾟﾆｰ内売上比
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モバイル材料

環境快適材料

機能インフラ材料

検査薬システム

773 862

1,134

11年 12年 13年 14年 15計１１年度 １２年度 １３年度 １４年度 １５年度計画
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積水メディカルグル プの中期戦略積水メディカルグループの中期戦略
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積水メディカル株式会社

【 目次 】

１.  沿革・事業展開

２．売上実績推移（連結）

１）基本方針

３．中期経営戦略 “飛躍 HIYAKU 2020”
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１）基本方針

２）基本戦略
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沿革

1947

1958

1968

第一化学薬品（株）創立。 体外診断薬の国産化に着手（検査事業）

放射性医薬品の製造研究開始。 アミノ酸類製造販売開始(化薬事業）

安全性研究受託業務開始（創薬支援事業）

第一製薬（株）の当社全株式譲渡により、積水化学工業（株）の
完全子会社となる。

1968

2006

2008

2009

安全性研究受託業務開始（創薬支援事業）

積水メディカル（SMD）発足

積水化学工業㈱が米国カンザス州XenoTech,LLC（XT)を買収

積水化学工業㈱が米国コネチカット州American Diagnostica Inc.
を買収

6

2010 積水化学工業㈱が積水医療科技（中国）有限公司を発足

2011 積水化学工業㈱が米国マサチューセッツ州Genzyme Corporation
検査薬事業部門を買収（Sekisui Diagnostics：SD)

2015 積水化学工業㈱がエーディア㈱を買収

事業展開

検 査 事 業
Diagnostics Business

創薬支援事業
CRO Business

医 薬 事 業
CMO Business

血液凝固・糖尿病・脂質・リウマ
チ 感染症などの臨床検査薬や真

医薬品開発の研究開発
支援として 薬物動態等

医薬品原体（ＡＰＩ）／中
間体 アミノ酸 テ プチ・感染症などの臨床検査薬や真

空採血管などの開発・製造・販売
支援として、薬物動態等
に関連する試験の受託

間体、アミノ酸、テープ
医薬等の受託製造

インセパックⅡ
医薬品原薬（API)薬物動態試験

7

濃度測定

インセパックⅡ

医薬用アミノ酸
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売上実績推移（連結）

（単位：億円）
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業容拡大に向けた基盤作り
海外再編・構造改革の実施

Globalでの業容拡大
①08年SMD発足
②Global拠点獲得・整備
・欧米3件買収 ・中国統合

黎明期 構造改革期 新たなステージ

‐20%0

08 09 10 11 12 13 14 15修
（年度）

― 中期経営計画 ―

飛躍飛躍 HIYAKUHIYAKU 20202020

99
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飛躍 HIYAKU 2020 基本方針

＜グローバル一体経営＞

Ⅰ. コ ア 事 業 強 化

拡 大

10

Ⅱ. フ ロ ン テ ィ ア 拡 大

基本戦略 Ⅰ

規模と領域の拡大

コア事業強化

検査国内
（SMD）

規模と領域の拡大

１） エーディアの買収 ⇒ がん、遺伝子領域への参入
２） 徳山積水メディカル棟の増築（2016年）

収益力強化

１） 構造改革 ９拠点（2015年）⇒５拠点（2018年）
） 大手企業の取引拡大 血液凝固領域グ バ 提携

検査欧米
（SD）

11

２） 大手企業の取引拡大：血液凝固領域グローバル提携

原薬事業の強化

１） 新製造棟建築：岩手工場（2018年）

（ ）

医薬事業
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基本戦略 Ⅱ

フロンティア拡大

拡大戦略の急速推進
中国

アジア

欧米
（SD）

拡大戦略の急速推進
１） 中国新工場（蘇州）の設立（2017年）

国産試薬による業容拡大/アジアの試薬供給拠点
２） インド・東南アジア市場の探索

新販売チャネル構築
１） BtoC/D販売網の拡大（M&Aによる早期構築）
２） POC市場への強化対策推進

12

（SD）
（XT）

新事業
１） 臨床（ヒト)領域への参入 ２） 特殊ペプチド
３） 酵素関連ビジネス

創薬支援事業拡大
１） XT新社屋による規模の拡大（2015年）

飛躍 HIYAKU 2020

連結・連携・自覚

Profitable Business

際立ち際立ち

高収益高収益

目標 1,000億円

医薬

創薬支援検査薬

新事業

A Leading Company 
in Global Life Science

Unique Technology

際立ち際立ち

独自技術独自技術

13

医薬 創薬支援

検査薬

*フロンティア：新技術・新領域・新市場
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